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伝
統
工
芸
が
多
様
に
存
在
す
る
沖
縄
県
に
お
い
て
、那
覇

市
は
そ
の
主
要
な
産
地
を
形
成
し
て
お
り
、経
済
産
業
大
臣

指
定
の「
伝
統
的
工
芸
品
」と
し
て
壺
屋
焼
、琉
球
漆
器
、琉

球
び
ん
が
た
、首
里
織
の
４
品
目
、さ
ら
に
歴
史
は
浅
い
な
が

ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
琉
球
ガ
ラ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

那
覇
市
伝
統
工
芸
館
は
、
伝

統
工
芸
に
対
す
る
市
民
・
県
民

の
認
識
を
高
め
、
社
会
的
需
要

の
拡
大
を
図
り
、
地
場
産
業
の

重
要
な
担
い
手
と
し
て
の
伝
統

工
芸
産
業
の
振
興
発
展
を
促
進

す
る
た
め
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

平
成
５
年
４
月
に
那
覇
空
港
近

く
に
開
館
し
ま
し
た
が
、
よ
り

多
く
の
県
民
、
観
光
客
へ
伝
統

工
芸
品
を
広
め
る
た
め
平
成　
１６

年　

月
に
那
覇
市
の
中
心
で
あ

１１
る
国
際
通
り
へ
移
転
し
、
今
年

【
開
催
日
時
】

７
月　

日（
水
）〜
８
月
３
日（
日
）

３０

　

時
〜　

時

１０

１８

　
（
最
終
日
は　

時
ま
で
）

１７

【
開
催
場
所
】

那
覇
市
伝
統
工
芸
館
て
ん
ぶ
す

那
覇
２
階
・
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

＊
２
階
工
芸
館

展
示
室　

観
覧
料
無
料

販
売
場　

工
芸
品　

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ

１０

体
験
工
房　

工
芸
体
験

　
　
　
　
　
　

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ

１０

映
像
室　

工
芸
学
習
展
示
と

　
　
　
　

作
品
解
説
会

＊
３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

５
つ
の
工
芸
品
合
同
展
示
会

（
琉
球
び
ん
が
た
・
壺
屋
焼
・
漆

器
・
首
里
織
・
琉
球
ガ
ラ
ス
）

工
芸
館
ま
つ
り
特
別
メ
ニ
ュ
ー

８
月
１
日（
金
）〜
８
月
３
日（
日
）

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
工
芸
品
を

見
て
・
触
れ
て
み
て
下
さ
い
。

【
場
所
】

１
階
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
広
場

８
月
１
日（
金
）・
２
日（
土
）

２
階
コ
リ
ド
ー
ル

８
月
３
日（
日
）

（
琉
球
び
ん
が
た
・
壺
屋
焼
・
首

里
織
・
漆
器
）

＊
琉
球
ガ
ラ
ス
は
２
階
ガ
ラ
ス

工
房
に
て

体
験
料
金‥
５
０
０
円
〜
２
０

０
０
円

開
催
時
間‥

　

時
〜　

時

１０

１８

　
（
最
終
日
は　

時
ま
で
）

１７

＊
予
約
不
要

　
（
先
着
順
に
受
付
し
ま
す
）

【
工
芸
館
ま
つ
り
期
間

　
　
　
　
　
　
　

観
覧
無
料
】

　

２
階
展
示
室
で
は
、
人
間
国

宝
の
作
品
や
名
工
の
作
品
を
展

示
す
る
ほ
か
、
大
型
ス
ク
リ
ー

ン
ビ
デ
オ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
工
芸
品
販
売
場　

％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
】

１０

　

第
一
線
で
活
躍
中
の
工
芸
家

の
優
れ
た
作
品
を
展
示
販
売
し

て
い
ま
す
。

【
工
芸
学
習
展
示
と

　
　
　
　
　
　

作
品
解
説
会
】

　

各
工
芸
品
に
つ
い
て
の
説
明

な
ど
、
７
月　

日
〜
８
月
３
日

３０

ま
で

　

作
品
解
説
会
は
８
月
１
日
と

８
月
２
日
に
開
催
予
定
で
す
。

【
５
つ
の
合
同
展
示
会
】

　

３
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

（
琉
球
び
ん
が
た
・
壺
屋
焼
・
漆

器
・
首
里
織
・
琉
球
ガ
ラ
ス
）

＊
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w
.kogeikan.

（ 
       
 
 
          

jp/

   
）
で
ご
確
認
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
予
約

那
覇
市
伝
統
工
芸
館
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で
創
立　

周
年
を
迎
え
ま
す
。

１５

　

そ
れ
を
記
念
し
て
、
第　

回
１１

那
覇
市
伝
統
工
芸
館
ま
つ
り
を

７
月　

日（
水
）か
ら
８
月
３
日

３０

（
日
）の
間
、開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
み
な
さ
ま
の
ご
来
場

を
、
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
館
内
で
は
、
特
別
展
示

室
、
販
売
場
、
体
験
工
房
が
あ

り
５
業
種
の
作
業
場
が
設
け
ら

れ
、
常
時
見
学
や
体
験
も
出
来

ま
す
。

想
定
さ
れ
る
方
・
身
体
に
障
が

い
を
も
っ
て
い
る
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

申
請
書
を
消
防
本
部
指
令
情

報
課
へ
提
出

　

＊
申
込
書
は
消
防
本
部
庁
舎

（
新
都
心
銘
苅
庁
舎
裏
）５
階
の

指
令
情
報
課
に
あ
り
ま
す
。

【
申
込
先
】

〒
９
０
０
―
０
０
０
４

那
覇
市
銘
苅
２
―
３
―
８

消
防
本
部
指
令
情
報
課

お
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
指
令
情
報
課

�
８
６
８
―
９
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１
１

　

５
月　

日
（
現
地
時
間
）
に

１２

中
国
四
川
省
で
発
生
し
た
四
川

大
地
震
や
６
月　

日
に
発
生
し

１４

た
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
な
ど
、

最
近
で
は
各
地
で
大
規
模
な
地

震
が
発
生
す
る
な
ど
身
体
的
、

精
神
的
な
被
害
は
大
き
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
消
防
本
部
で
は

災
害
場
所
の
住
民
情
報
や
被
災

者
の
緊
急
連
絡
先
・
協
力
者
を

活
用
す
る
こ
と
で
、
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
み
な
ら
ず

ユ
イ
マ
ー
ル
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
あ
れ
ば
１
１
９
番
で
救
急

車
の
要
請
を
し
た
場
合
、
緊
急

通
報
指
令
シ
ス
テ
ム
の
発
信
地

表
示
シ
ス
テ
ム（
逆
探
知
機
能
）

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
迅
速
な

救
急
・
消
防
活
動
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

市
内
に
在
住
し
て
い
る
方
で
、

他
の
人
か
ら
の
支
援
が
必
要
と

　

那
覇
市
消
防
本
部
で
は
、水
害
・
火
災
又
は
地
震
な
ど
の
発

生
時
に
、自
力
で
避
難
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
、他
の
人
か
ら
の

支
援
が
必
要
と
想
定
さ
れ
る
方
・
身
体
に
障
が
い
を
も
っ
て
い
る

方
な
ど
の
個
人
情
報
を
消
防
緊
急
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の
電

子
地
図
上
に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、災
害
時
に
円
滑
か
つ
迅

速
な
援
護
活
動
を
図
り
、市
民
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
那
覇
市
災
害
ユ
イ
マ
ー
ル
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。

那覇市職員採用候補者試験の実施について

那
覇
市
災
害
ユ
イ
マ
ー
ル
登
録
制
度
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○那覇市職員採用候補者試験
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○身体障がい者を対象とする那覇市職

員採用選考試験
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創
立　

周
年
記
念

１５
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料　金所要時間受付時間作　品体験工房

２２５０円１２０分
１０：００～
１３：００～
１５：００

テーブルセンター
巾着袋

琉球
びんがた

２７００円
１２０分１０：００～

１３：００～
１５：００～

シーサー
壺屋焼

６０分ろくろ成形

２２５０円６０分１０：００～１１：００
１３：００～１６：００テーブルマット首里織

２７００円６０分１０：００～１１：００
１３：００～１６：００飾り皿漆器

２２５０円１０分１０：００～１１：３０
１３：００～１７：００

オリジナルグラス
１輪ざし花瓶

琉球
ガラス

＊作品の出来上がりは、琉球ガラスが翌日、壺屋焼きが約3週間後です。
　琉球びんがた、首里織、漆器は当日持帰り出来ます。

夏休みの宿題（作品づくり）をお手伝いします ！！
体験教室メニュー　7月30日（水）～8月3日（日）

お問い合わせ　人事課　�861-7499


